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     工 事 請 負 契 約 書

株式会社　常　総　住　建

代表取締役　鈴　木　恭　平

　　　　乙はこのため請負代金を増し、又は工期を延長することはできない。

第６条　　乙は工事に支障を及ぼす天候の不良、その他乙の責に帰することの出

　　　　来ない事由または正当の事由により工事期間内に工事を完了することが

　　　　の工事期間内に工事を完成しなければならない。

第３条　　この契約によって生ずる権利又は義務は、第三者に譲渡又は承継させ

　　　　てはならない。但し相手方の承諾を得た場合は、この限りではない。

　　　　　

　　甲　注　文　者

　　乙　請　負　者 茨城県稲敷郡美浦村大谷441番地

　　　　とができる。

　　　　第三者に委任し、又は請負わせてはならない。但し予め甲の書面による

　　　　承諾を得た場合は、この限りではない。

第５条　　工事の進行が図面又は仕様書に適合しない場合において甲がその改造

　　　　を請求したときは、乙はこれに従わなければならない。

　　　　出来ないときは、甲に対して遅滞なくその理由書を付して工事期間の延

　　　　長を求めることが出来る。

第７条　　工事期間内に物価、賃金の変動により請負代金が著しく不適当である

　　　　と認めたときは甲、乙の協議の上請負代金又は工事の内容を変更するこ

「　㈱常総住建　」を乙として次の条項により請負契約を締結します。

第１条　　甲及び乙は互に協力して信義を守り、誠実にこの契約を履行すること。

第２条　　乙は、別冊図面及び仕様書に基づき、頭書の請負代金をもって、上記

6　支払方法　　　　　注文者は請負代金を次のように請負者に支払う。

上棟時

完成時

￥３，８００，０００．－

5　請負代金 ￥１０，０００，０００．－

4　工事期間　　　　　

3　構　　造

○○○○○様邸増改築工事

○○市○○○

木造二階建て

第８条　　甲が必要ある場合には工事内容を変更し、乙は工事を一時中止、もし　　

　　　　くはこれを打切ることが出来る。この場合において、請負代金または、

　　　　工期を変更する必要があるときは甲、乙協議して書面にてこれを定める

1　工 事 名　

　　　　ものとする。　前項の場合において、乙が損害を受けたときは、甲はそ

　　　　の損害を賠償しなければならない。

2　工事場所

第４条　　乙は、この契約の履行について、工事の全部又は大部分を一括して

上記の工事について、注文者「　○○○○○　」を甲とし、請負者

第９条　　工事目的の引渡し前に工事目的物または工事材料について生じた損　

　　　　害その他工事施工に関して生じた損害は乙の負担とする。

第10条　　但し甲の責に帰する事由による場合の損害についてはこの限りでない。

　　　　天災その他不可抗によって工事の出来形部分または工事現場に搬入した

　　　　工事材料に関して損害を生じたときは、乙は事実発生後遅滞なくその状

　　　　況を甲に通知しなければならない。

　令和　○　年　○　月　○　日
　令和　○　年　○　月　○　日

　　　　前項の損害の発生について、乙が善良なる管理者の注意をしたと認めら

　　　　れるときは、その損害額が請負代金の十分の一を超えるものについて、

　　　　その超過額を甲が負担する。火災保険金その他損害を担保するものがあ

　　　　るときは、それらの額を損害額より控除したものを前項の損害額とし、契約時

　　　　　

　　　　　令和　○　年　○　月　○　日

　　　　上定めることとする。

第13条　　乙は施工上の欠陥に基づく瑕疵によって生じた滅失・毀損については

　　　　引渡しの日から２年間担保の責任を負うものとする。尚、引渡し後甲の

　　　　に責に帰すべき事由または天災地変その他不可抗力により生じた瑕疵に

　　　　ついては、乙は担保責任は負わない。

　　　　　

￥５，０００，０００．－
￥５，０００，０００．－

　　　　　

以上契約の証として本書二通をつくり当時者記名捺印の上各自一通を保有する。

　　　　これらの損害額の算定は甲、乙協議して定めるものとする。

第11条　　甲は、工事が完了し、請負代金を全額支払わなければ、これを使用す

　　　　ることは出来ない。但し乙の同意を得た場合はこの限りではない。

第12条　　この契約書に定めない事項については、必要に応じて、甲、乙協議の


